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古くから自然と共生し、生産と経済を発達させてきた日本。
いま、21世紀を拓く環境立国を目指し、あらゆる分野が活発に動き出している。

そこで、特集「環境への旅」では、
環境の時代と真剣に向き合う人々と、その取り組みを3つのテーマで紹介する。

第1回、共働の枠組みを通した環境との共生。
第2回、開発事業を進めるなかでの環境保全。

第3回、未来を拓く新たな技術を生かした環境の創出。
「環境立国日本」のこころを訪ねる旅に出よう。

E C O - T O U R I S M

環 境 へ の旅
環境立国ニッポンの

心を訪ねる

たくさんの蛍が舞う広島県北広島町の河川。
蛍は寿命が短く、鑑賞できる時期は2〜3週
間と短い。広島県では様々な場所で「ホタル
祭り」が開催され、地域の文化や歴史に触れ
ることができる。（写真：荒木則行／アフロ）
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E C O - T O U R I S M
普段の生活で気づかなかった場所でも、環境と向き合う多くの取り組みが行われている。

そこでは立場の異なる人々が、様々な枠組みを用いて、自然・街・建物の価値を高めようとしている。
人と人との協力が生み出す共生のあり方を見つけ出そう。

1 清瀬
への旅

自然と生きる
株式会社大林組
保有林による環境コミュニケーション

2 大崎
への旅

街と生きる
一般社団法人大崎エリアマネージメント
風の道によるヒートアイランド対策

3 銀座
への旅

建物と生きる
三井不動産株式会社
トップレベル事業所としての環境ビル経営

【 第 1 回 】

生
環境への旅
環境立国ニッポンの心を訪ねる

文：清水 潤　写真：特記以外は中原一隆　扉写真：東阪航空サービス／アフロ
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都
心
か
ら
西
武
池
袋
線
清
瀬
駅
ま
で
電
車
で
一
時
間

ほ
ど
、
大
林
組
技
術
研
究
所
に
貴
重
な
雑
木
林
が
あ
る

と
聞
い
て
訪
ね
た
。「
コ
ナ
ラ
が
主
体
の
二
次
林
で
、
典

型
的
な
武
蔵
野
の
雑
木
林
で
す
よ
」
と
言
っ
て
、
案
内

し
て
く
れ
た
の
は
環
境
技
術
研
究
部
の
寺
井
学
さ
ん
。

構
造
実
験
棟
の
右
手
か
ら
林
に
入
っ
て
い
く
と
、
辺
り

は
ほ
の
暗
く
、
風
も
涼
や
か
。
見
上
げ
る
と
木
漏
れ
日

が
降
り
注
い
で
、
気
持
ち
が
い
い
。
足
元
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
植
物
が
繁
っ
て
、
緑
の
匂
い
が
立
ち
昇
っ
て
く
る
。

目
指
す
の
は
ラ
ン
科
植
物
が
群
生
す
る
辺
り
だ
。

　

こ
の
雑
木
林
に
は
貴
重
な
植
物
が
自
生
し
て
い
る
。

な
か
で
も
キ
ン
ラ
ン
は
九
七
年
に
環
境
省
に
よ
り
絶
滅

危
惧
種
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
寺
井
さ
ん
は
九
八
年

か
ら
調
査
研
究
を
開
始
。
そ
も
そ
も
キ
ン
ラ
ン
の
生
育

環
境
や
生
活
史
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
の
だ
と
い
う
。
　

植
物
の
こ
と
を
詳
し
く
教
え
て
く
れ
る
寺
井
さ
ん
に

経
歴
を
た
ず
ね
て
み
る
と
、
大
学
の
農
学
部
で
植
物
生

態
学
を
専
攻
し
、
大
林
組
に
入
社
し
た
と
い
う
の
で
、

少
し
び
っ
く
り
し
た
。
建
設
会
社
の
研
究
所
と
い
え
ば
、

耐
震
構
造
や
材
料
技
術
な
ど
の
ハ
ー
ド
な
イ
メ
ー
ジ
が

先
に
立
っ
て
、
そ
こ
に
植
物
の
専
門
家
が
い
る
と
は
思

っ
て
も
み
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
研
究
が
建
設
業
に

結
び
つ
い
て
い
る
と
は
…
。

絶
滅
危
惧
種
の

キ
ン
ラ
ン
が
群
生
し
て
い
る

貴
重
な
保
有
林

ラ
ン
の
生
態
研
究
が

現
場
の
環
境
保
全
に
活
か
さ
れ
る

雑木林で研究を進める寺井学さん。環境技術研究部で都市緑
化やヒートアイランドなどを研究するグループに所属し、自
然保護を担当。生き生きとした口調で話してくれる。

研究所をとりまく環境。残っている雑木林は周囲とつながっていることがわか
る。本館テクノステーションでは南北方向の風を自然換気に利用している。

雑木林の中に自生するラン科
植物。絶滅危惧種のキンラン

（上）とオニノヤガラ（下）。

自
然
と
生
き
る

西武池袋線清瀬駅より車で5分

清瀬金山
緑地公園

柳瀬川

志木
街道

西武
 池袋線

大林組
技術研究所

清瀬駅

　2010年秋、東京・清瀬市の大
林組技術研究所に、新たな本館テ
クノステーションが竣工した。研
究所は1965年の開設以来、同社
の技術開発の中核を担ってきたが、
多様化する時代の要請に応えるべ
く、研究環境、環境配慮、安全安
心を柱とした最先端の技術を盛り
込んだテクノステーションが計画
された。生まれ変わった本館と、
さまざまな実験棟が立ち並ぶこの
場所に、もう一つ、たいへん貴重
なエリアがある。研究所を背後か
ら包むように広がる雑木林である。
面積約1.8ha、敷地全体の4分の1
を占める。それは研究所の開設前
から残っていた武蔵野の雑木林を、
同社が今日まで50年近く保全し
てきたものだ。
　保有林をもつ研究所は、環境技
術を革新していく重要な場である
とともに、社外と同社を結ぶ環境
コミュニケーションに活用される
場となっている。

大林組の
技術研究所と保有林

清瀬
への旅

1
ECO -TOU R I SM

自
然
の
な
か
で
生
ま
れ
る

人
の
交
流

株
式
会
社
大
林
組

キンラン、研究所空撮写真提供：大林組
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「
建
設
現
場
で
ラ
ン
科
の
植
物
が
出
て
く
る
こ
と
が

よ
く
あ
る
ん
で
す
。
こ
れ
は
貴
重
種
じ
ゃ
な
い
か
、
保

全
し
な
い
と
だ
め
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
と
き
に

現
場
か
ら
研
究
所
に
依
頼
が
来
て
、
移
植
す
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
本
来
の
保
全
か
ら
み
れ
ば
消
極
的
な
方

法
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
建
設
会
社
と
し
て
貴
重
な
植

物
を
絶
滅
さ
せ
な
い
た
め
の
行
為
で
す
」
と
寺
井
さ
ん
。

移
植
に
し
て
も
ラ
ン
科
植
物
は
環
境
の
変
化
に
特
に
デ

リ
ケ
ー
ト
。
今
の
時
代
に
欠
か
せ
な
い
研
究
が
、
こ
こ

で
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
環
境
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
存
在
は
、
環
境

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
生
き
て
い
る
。

　

雑
木
林
は
地
域
の
人
た
ち
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

キ
ン
ラ
ン
が
開
花
す
る
春
に
な
る
と
、
地
元
で
三
〇
年

近
く
活
動
し
て
い
る
「
清
瀬
の
自
然
を
守
る
会
」
の
会

員
が
訪
れ
、
自
然
観
察
会
が
開
か
れ
る
。
古
く
か
ら
残

さ
れ
て
き
た
雑
木
林
が
、
地
域
の
自
然
史
の
大
切
な
資

料
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
企
業
の
環
境
へ
の
取
り
組
み

を
、
社
外
へ
向
け
て
情
報
発
信
す
る
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
現
在
、
建

設
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
場
に
も
な
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
研
究
所
全
体
で
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
切
に
し
て
い
る
光
景
に
も
出
会
っ
た
。

　

修
学
旅
行
で
見
学
に
訪
れ
た
中
学
生
の
一
団
が
、
賑

や
か
に
所
内
を
め
ぐ
っ
て
い
る
姿
だ
。
自
然
光
照
明
や

自
然
換
気
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導
入
し
て
い
る
テ
ク
ノ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
興
味
深
そ
う
に
見
学
し
た
り
、
ピ
ロ
テ

ィ
の
横
の
ビ
オ
ト
ー
プ
に
や
っ
て
き
て
、
小
さ
な
ヒ
キ

ガ
エ
ル
に
見
入
っ
て
い
る
。
そ
ば
で
解
説
す
る
の
は
寺

井
さ
ん
や
広
報
担
当
者
。
そ
の
話
は
楽
し
く
、
わ
か
り

や
す
い
。
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
が
多

様
に
展
開
さ
れ
、
大
林
組
の
次
世
代
育
成
の
取
り
組
み

に
も
つ
な
が
っ
て
い
た
。

先
進
技
術
と
生
き
物
に

感
動
す
る
子
供
た
ち

次
世
代
に
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
伝
え
る

テクノステーションの正面
右手に「見せるビオトープ」
が設けられている。樹木と
植物、池に水草などがある
環境のなかに多くの生物が
生息している。

「見せるビオトープ」で生き物のつながりを伝える。施設見学に訪れた中
学生に、池で生まれたヒキガエルや飛来するカルガモについて寺井さん
が語りかける。

雑木林の一角につくられた「育むビオトープ」で生まれる虫や草花。左からヒメジ
ョオン、羽化したばかりのクロスジギンヤンマ、ヘビイチゴ。

街
と
生
き
る

目黒川まで
JR山手線大崎駅より徒歩5分

都市再生
緊急整備地域

大
崎
駅

シンクパーク
タワー

ソニーシティ大崎

ゲートシティ
大崎

大崎
ニューシティ

目黒川

山手線

り
ん
か
い
線

　東京・品川区のJR大崎駅周辺地
域は近年、工場街から新たな都市
へと生まれ変わっている。特色は
民間の創意工夫を活かした都市再
生を戦略的に進めるために、地域
の将来の市街地像を事業者が共有
し、再開発計画に反映させている
ことだ。その市街地像を具体的に
示したものが「都市再生ビジョ
ン」である。平成14年に都市再生
緊急整備地域に政令指定された約
60haで、開発予定事業者だった
再開発組合・企業、品川区、東京
都、都市再生機構が「大崎駅周辺
地域まちづくり連絡会」を組織し、
平成16年に策定。産業や都市景
観づくりなどの戦略とともに、環
境を大きな軸とし、目黒川を環境
資源として活用して、ヒートアイ
ランド対策の一環とすることなど
が盛り込まれている。

大崎駅周辺地域
都市再生ビジョン

大崎
への旅

2
ECO -TOU R I SM

風
の
道
に
よ
る

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策

一
般
社
団
法
人
大
崎
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

風の道
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目
黒
川
は
再
開
発
が
進
む
大
崎
駅
周
辺
地
域
の
ほ
ぼ

真
ん
中
を
、
五
反
田
駅
に
近
い
北
西
か
ら
南
東
方
向
へ
、

天
王
洲
を
抜
け
東
京
湾
へ
と
流
れ
て
い
る
。
駅
の
東
口

か
ら
川
端
へ
出
て
み
る
と
、
目
黒
区
の
上
流
と
異
な
り
、

こ
の
あ
た
り
の
川
幅
は
二
五
㍍
ほ
ど
と
か
な
り
広
い
。

両
岸
に
再
開
発
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
な
か
で
、
ぱ
っ
と
目

の
前
が
広
が
る
開
放
感
が
も
た
ら
さ
れ
、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
架
か
る
橋
か
ら
は
、
川
の
行
く
手
に
空
を
大
き
く

見
通
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
目
黒
川
を
活
か
し
た

「
風
の
道
」
を
つ
く
る
計
画
が
、
大
崎
駅
の
東
側
を
中
心

と
す
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
の
柱
と
し
て
実
施
さ

れ
て
き
た
。
こ
れ
は
夜
間
に
海
側
か
ら
目
黒
川
を
上
っ

て
く
る
風
を
、
両
岸
か
ら
市
街
地
へ
取
り
込
み
、
拡
散

し
や
す
い
よ
う
に
、
道
路
と
建
物
を
上
流
に
向
か
っ
て

逆
ハ
の
字
に
配
置
す
る
と
い
う
も
の
。

　

じ
つ
は
「
風
の
道
」
と
呼
ば
れ
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
対
策
は
ほ
か
に
も
例
が
あ
り
、
上
空
一
〇
〇
㍍
に
吹

く
風
を
、
高
層
ビ
ル
群
の
中
で
う
ま
く
拡
散
さ
せ
る
た

め
に
、
適
切
な
棟
間
を
確
保
す
る
研
究
・
開
発
が
国
に

よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
の
情
報
発
信

の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
一
般
社
団
法
人
「
大
崎
エ
リ
ア

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
O
A
M
）」
の
事
務
局
次
長
・
岩
田

俊
雄
さ
ん
が
解
説
し
て
く
れ
た
。「
大
崎
の
場
合
は
、
都

市
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
（
一
一
頁
参
照
）
に
組
み
込
ん
だ
環

境
配
慮
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
、〝
心
地
よ
い
涼
し
い
夏
の

夜
を
取
り
戻
す
〞
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
夏

の
猛
暑
で
夜
も
気
温
が
下
が
ら
な
い
現
象
を
緩
和
す
る

対
策
と
し
て
目
黒
川
を
軸
と
し
た
風
の
道
を
整
備
し
て

い
る
ん
で
す
」。
大
崎
駅
の
東
口
と
川
を
越
え
た
複
数

の
開
発
地
区
で
、
風
の
道
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
山
本

橋
や
御
成
橋
に
立
っ
て
み
る
と
、
川
に
対
し
て
斜
め
に

道
路
が
取
り
付
い
て
い
る
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。

　

ま
た
、
緑
に
よ
る
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
効
果
も
併
用
し
、

風
の
道
の
道
路
沿
い
を
緑
化
。
効
果
を
高
め
る
た
め
に
、

街
区
か
ら
街
区
へ
と
緑
を
連
続
さ
せ
て
い
る
。
こ
う
し

た
環
境
配
慮
も
、
開
発
時
期
が
異
な
る
各
事
業
者
が
協

調
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
大
き
な
特
徴
だ
。
街
を

歩
く
と
、
川
沿
い
に
桜
並
木
が
繁
り
、
街
路
の
植
え
込

み
や
壁
面
緑
化
な
ど
が
多
い
の
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
高

層
ビ
ル
の
低
層
部
分
が
張
り
出
し
、
屋
上
も
緑
化
さ
れ

る
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
緑
が
安
ら
い
だ
気
持
ち
に
さ
せ

て
く
れ
る
。
そ
れ
は
自
主
ル
ー
ル
と
し
て
設
定
し
た
環

境
配
慮
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
も
と
に
、
各
事
業
者
の
努
力

が
積
み
重
ね
ら
れ
た
結
果
な
の
だ
っ
た
。

　

一
方
、
駅
西
口
に
は
四
つ
の
開
発
地
区
が
あ
り
、
地

区
全
体
で
緑
化
を
中
心
と
し
た
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
大
崎
の
森
」
はT

hink 
Park T

ow
er

の
公
開
空
地
に
作
り
込
ま
れ
た
樹
林
。

隣
接
す
る
ソ
ニ
ー
シ
テ
ィ
大
崎
の
緑
化
と
連
な
り
、
多

様
な
樹
種
と
植
物
に
包
ま
れ
た
小
径
を
め
ぐ
る
、
憩
い

の
場
に
も
な
っ
て
い
る
。「
こ
れ
は
緑
を
通
し
た
風
の

道
な
ん
で
す
」
と
O
A
M
の
山
口
芳
雄
さ
ん
。
維
持
管

理
も
地
区
の
事
業
者
が
協
議
し
な
が
ら
自
ら
行
い
、
将

来
に
わ
た
る
質
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

ThinkPark Towerの公開空地
に広がる大崎の森。高木、低
木、サクラも混じる多くの広
葉樹と植物が植え込まれ、か
わいい草花に出会うこともで
きる。隣接地区も緑化され、
工場の街だった大崎の緑化率
は大きくアップしている。　

目
黒
川
か
ら

街
区
に
風
を
取
り
入
れ
、

夏
の
夜
を
涼
し
く

E C O -TO U R I SM

緑
化
に
よ
る「
風
の
道
」

維
持
管
理
も
事
業
者
の
力
で

大崎エリアマネージメント事
務局の岩田俊雄さん（右）、山
口芳雄さん（左）。都市再生
ビジョンに即して、まちの維
持管理業務、情報発信などに
携わっている。

目黒川の水質改善のために、
御成橋から1時間ごとに再生
水を放水している。赤い橋と
ともに水辺のシーンとしても
目を引く。汚れていた川水も、
近年だいぶきれいになった。
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銀
座
三
井
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
平
成
十
七
年
に
竣
工
。

汐
留
と
銀
座
の
結
節
点
に
位
置
す
る
都
心
の
オ
フ
ィ

ス
・
ホ
テ
ル
の
複
合
用
途
ビ
ル
だ
。
二
五
階
建
て
の
一

〜
一
五
階
は
株
式
会
社
リ
コ
ー
本
社
事
業
所
、
一
六
〜

二
五
階
は
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
銀
座
プ
レ
ミ
ア
が
営

業
し
て
い
る
。「
三
井
不
動
産
が
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
事
業

所
認
定
申
請
に
挑
ん
だ
目
的
は
、
都
条
例
の
大
規
模
事

業
所
に
適
用
さ
れ
て
い
る
C
O
2
排
出
総
量
削
減
義
務

率
八
％
が
半
減
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
い
。
ま
た
、
都
の

厳
し
い
評
価
基
準
を
ク
リ
ア
し
、
省
エ
ネ
の
取
り
組
み

が
優
れ
た
ビ
ル
と
し
て
、
銀
座
三
井
ビ
ル
の
ス
テ
ー
タ

ス
が
上
が
っ
て
い
く
と
捉
え
た
か
ら
で
す
」
と
、
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
本
部
運
営
企
画
部
環
境
推
進
グ
ル
ー
プ
統

括
・
岩
崎
雄
二
さ
ん
は
語
る
。
現
在
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

事
業
所
は
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
を
中
心
と
す
る
区
分
Ⅰ
で

二
十
二
年
度
一
五
事
業
所
、
二
十
三
年
度
四
事
業
所
に

す
ぎ
ず※

、
確
か
に
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
心
臓
部
、
熱
源
機
械
室
に
入
る

と
、
目
の
前
に
大
型
の
「
熱
源
機
群
」
が
設
置
さ
れ
て

い
た
。
日
中
は
ガ
ス
を
燃
料
と
し
た
、
容
量
の
異
な
る

大
小
の
熱
源
機
で
冷
水
、
温
水
を
製
造
し
、
深
夜
時
間

帯
に
は
深
夜
電
力
を
動
力
と
し
た
タ
ー
ボ
冷
凍
機
に
よ

り
氷
蓄
熱
槽
へ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
、
日
中
の
冷
水
需

要
を
賄
う
氷
蓄
熱
槽
熱
源
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
オ
フ
ィ

ス
フ
ロ
ア
の
空
調
機
械
室
へ
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す

る
熱
源
機
群
だ
。「
一
般
的
な
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
だ
と
、
ワ

ー
カ
ー
の
残
業
要
求
に
応
え
る
た
め
コ
ア
タ
イ
ム
以
降

も
熱
源
機
の
運
転
が
必
要
で
す
が
、
テ
ナ
ン
ト
に
よ
る

コ
ア
タ
イ
ム
内
就
業
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
で
、
こ

の
ビ
ル
で
は
コ
ア
タ
イ
ム
終
了
時
に
空
調
シ
ス
テ
ム
を

停
止
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
オ
フ
ィ
ス
側
だ
け

で
も
ビ
ル
全
体
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約
二
割
を
占
め

る
熱
源
・
空
調
機
・
ポ
ン
プ
な
ど
の
空
調
シ
ス
テ
ム
全

体
の
停
止
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま

す
。」
と
語
る
の
は
三
井
不
動
産
グ
ル
ー
プ
の
設
備
管

理
会
社
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
事
業
本

部
オ
フ
ィ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
二
部
銀
座
三
井
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
ビ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
浅
見
博
幸
さ
ん
。

　

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
事
業
所
へ
の
認
定
に
は
、
事
業
者
と

 「
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
事
業
所
」の

認
定
申
請
に
向
け
て

事
業
者
、テ
ナ
ン
ト
が

一
体
で
取
り
組
む

右／一般廊下の照明も点灯数を減
らして省エネを図っている。写真
は全点灯。テナントの協力により
1/4 〜 1/6点灯で使用。
左上／大型の熱源機を前に、エネル
ギーの供給システムを解説する浅
見博幸さん。低負荷時には小型熱
源機（下写真）に使用を切り替える
など、高効率な運転を行っている。

建
物
と
生
き
る

東京メトロ銀座線新橋駅より徒歩8分

銀座
三井ビル

首都高

新
橋
駅

汐留駅

新橋駅

浜離宮
庭園

JR線

　都内の大規模事業所は、東京都
環境確保条例に基づき、平成22
年度からCO2の排出総量削減義務
が課せられたが、同時に「優良特
定地球温暖化対策事業所」の認定
制度が創設され、認定された事業
所は削減義務率が軽減される。取
り組みの程度によって、「トップ
レベル事業所」「準トップレベル
事業所」の2クラスがあり、削減
義務率はそれぞれ1/2、3/4に減
少する。申請には事業者が評価書
を作成、登録検証機関が検証後、
都が認定を行う。評価項目は228。
3区分（一般的な管理、建物・設備
の性能、事業所及び設備の運用）、
3分類（必須項目、一般項目、加点
項目）で構成され、事業者が項目
を選択して評価を点数化。トップ
レベル事業所は必須項目をすべて
クリアしたうえ、総合得点80点
以上が認定条件となる。このレベ
ルに達するには、取り組みに相当
な努力と、根拠資料などの膨大な
書類作成が伴う。銀座三井ビルデ
ィングは高いハードルを越えて、
22年度トップレベル事業所に認
定され、今年3年目を迎えた。

銀座
三井ビルディング

銀座
への旅

3
ECO -TOU R I SM

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
事
業
所

と
し
て
の
環
境
ビ
ル
経
営

三
井
不
動
産
株
式
会
社

※準トップレベル事業所を含める
と、22年度46事業所、23年度13事
業所が認定されている。ほかに工場
などを業種とする区分Ⅱがある。

岩崎雄二さん。三井不動
産の所有するビルについ
て、横断的に環境推進を
図っている。
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テ
ナ
ン
ト
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
必
須
だ
と
い

う
。
そ
れ
で
も
コ
ア
タ
イ
ム
以
外
の
空
調
シ
ス
テ
ム
停

止
の
決
断
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
熱
源
機
の
運
転
中
も
、

冷
温
水
の
供
給
温
度
設
定
を
設
備
ス
タ
ッ
フ
が
夏
・

冬
・
中
間
期
で
こ
ま
め
に
変
更
す
る
な
ど
、
年
間
を
通

し
て
高
効
率
運
転
の
維
持
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄

を
省
く
。

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
提
案
等
の
技
術
面
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

フ
ァ
ー
ス
ト
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
環
境
事
業
部
環
境

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
課
長
代
理
・
赤
松
亮
さ
ん
が
自
動

制
御
機
器
の
入
る
制
御
盤
を
開
け
て
説
明
す
る
。「
竣

工
時
の
制
御
機
器
は
、
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
高
度
に
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
し
、
さ
ら
に
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
認
定
申
請

に
合
わ
せ
、
最
新
の
制
御
機
器
が
追
加
さ
れ
て
い
ま

す
」。
た
と
え
ば
、
ホ
テ
ル
は
お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が

命
で
あ
り
、
省
エ
ネ
を
進
め
る
の
は
難
し
い
。
そ
こ
で

客
室
個
別
空
調
の
温
度
設
定
に
制
限
を
設
け
ず
、
熱
源

機
や
冷
温
水
ポ
ン
プ
な
ど
の
総
合
的
な
熱
効
率
や
運
用

効
率
を
極
限
ま
で
高
め
る
こ
と
で
省
エ
ネ
を
図
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
の
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
に
心
血
を

注
ぎ
、
導
入
コ
ス
ト
が
掛
か
っ
て
い
る
と
赤
松
さ
ん
は

語
る
。
こ
の
取
り
組
み
は
私
た
ち
の
目
に
は
見
え
な
い
。

　

見
え
な
い
重
要
な
事
柄
が
さ
ら
に
あ
る
。
全
体
の
管

理
・
運
営
で
あ
る
。
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
事
業
所
の
認
証
は

一
旦
取
得
し
て
も
、
継
続
的
に
維
持
で
き
な
け
れ
ば
取

り
消
さ
れ
て
し
ま
う
。
日
々
の
取
り
組
み
状
況
の
確
認

や
、
問
題
点
な
ど
を
洗
い
出
し
、
解
決
・
向
上
を
目
的

に
月
に
一
度
、
運
営
会
社
で
あ
る
三
井
不
動
産
ビ
ル
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
主
催
の
テ
ナ
ン
ト
、
設
備
関
係
者
と
が
一

体
と
な
っ
た
、「
C
O
2
削
減
推
進
会
議
」
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
実
施
し
た
省
エ
ネ
対
策
の
検
証

結
果
を
基
に
、
P
D
C
A
管
理
サ
イ
ク
ル※

に
よ
り
、
更

な
る
省
エ
ネ
対
策
の
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
事
業
所
の
維
持
に
は
、
継
続

可
能
な
設
備
の
細
か
い
運
用
記
録
な
ど
を
残
す
体
制
づ

く
り
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
が
重
要
で
あ
る
が
、
省
エ
ネ
手

法
が
高
度
で
あ
る
だ
け
に
簡
単
で
は
な
い
。
だ
が
、
こ

れ
ら
に
よ
り
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
、
三
井
不
動
産
が

目
指
す
新
た
な
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
事
業
所
や
準
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
事
業
所
の
認
定
申
請
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。

　

多
く
の
人
の
努
力
で
省
エ
ネ
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ

と
を
教
え
ら
れ
、
帰
り
際
に
見
上
げ
た
ビ
ル
は
、
来
た

と
き
よ
り
も
輝
い
て
見
え
た
。

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
性
能
を
維
持
し
、

い
か
に
運
営
す
る
か

E C O -TO U R I SM

左／防災センターに設備スタッフが常駐し、ビル全体の室温管理などが行われている。
右／オフィス各フロアの空調ゾーンごとに、リアルタイムで温度を計測し、パソコン上
で設定温度管理などができる。夏季の設定は28℃。

赤松亮さん。トップレベル
事業所認定申請に向け
て、制御技術を徹底追求。
レベルアップを図った。

右／オフィスフロアに昼光センサーを導入。外光の
明るさを利用し、室内照明の照度を自動調光する。
左／一般利用者に省エネへの理解と協力をPR。

※プラン、実施（DO）、チェック、アクションを繰り返す体制
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